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行
動
障
害
の
あ
る
人
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
体
制
充
実

　

昨
年
度
ま
で
彦
根
市
単
独
で
行

動
障
害
（
※
１
）
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

「
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
（
犬
上
郡
豊

郷
町
八
目
）」
に
委
託
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
圏
域
の

共
同
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
行
動
障
害
が
あ

る
人
に
、「
見
守
り
」
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
た
だ
き
や
す
く
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
的
な
相
談
支
援
体
制
の

拡
充

　

障
害
の
あ
る
人
な
ど
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
支
援
を
し
て
い
く
た
め
、
専
門

の
職
員
が
い
る
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
「
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ

21
」
や
「
ま
な
（
西
今
町
）」
に
事

業
を
委
託
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

障
害
者
数
の
増
加
や
相
談
内
容

の
複
雑
化
な
ど
に
対
応
し
て
い
く

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

圏
域
障
害
者
（
児
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

た
め
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
障
害

者
支
援
事
業
所
「
彦
根
学
園
（
高

宮
町
）」
へ
の
委
託
や
、
既
事
業
所

の
相
談
員
の
増
加
な
ど
、
相
談
支

援
体
制
の
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み

　

痰た
ん

吸
引
や
人
工
呼
吸
器
の
使
用

な
ど
常
に
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
重
症
心
身
障
害
者
へ
の
日
中

活
動
の
場
の
提
供
や
、
発
達
障
害

（
※
２
）
の
あ
る
人
な
ど
に
対
す
る

乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
、
成
人
期

の
各
時
期
に
応
じ
た
専
門
的
支
援

の
充
実
に
向
け
て
、
引
き
続
き
１

市
４
町
で
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

※
１　

自
傷
や
他
害
、
こ
だ
わ
り

行
動
、
パ
ニ
ッ
ク
、
物
壊
し
、

過
食
な
ど
、
そ
の
場
の
状
況
に

そ
ぐ
わ
な
い
不
適
応
な
行
動
で
、

日
常
生
活
に
困
難
を
生
じ
る
も

の
。
適
切
な
働
き
か
け
で
軽
減

で
き
ま
す
。

※
２　

自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
な
ど
の
広
汎
性
発
達
障

害
や
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
な
ど
の
脳
機
能
の
障

害病
児
・
病
後
児
保
育
を
始
め
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

　

広
報
ひ
こ
ね
８
月
１
日
・
15
日

合
併
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

病
児
・
病
後
児
保
育
を
始
め
ま
す
。

　

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合

な
ど
で
、
児
童
が
病
気
の
際
に
自

宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
、
一

時
的
に
そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、
児
童
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
彦
根
市
を
始
め
と

し
た
圏
域
に
は
、
病
児
・
病
後
児

保
育
を
行
う
機
関
は
な
く
、
今
回

が
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
。

対
象　

彦
根
市
・
愛
荘
町
・
豊
郷

町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
在
住
の
、

お
お
む
ね
10
歳
未
満
の
児
童

場
所　

病
児
保
育
室
「
こ
あ
ら
」

（
藤
野
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
内　

戸

賀
町
36-

６
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
47-

５
３
６
６
番

開
設
日　

９
月
３
日
㈪

定
員　

１
日
当
た
り
３
人

開
設
す
る
曜
日
・
時
間　

▼
月
・
火
・
水
・
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時

▼
木
・
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

利
用
料
（
個
人
負
担
分
）

▼
月
・
火
・
水
・
金
曜
日　

２
千

円
（
１
回
）

▼
木
・
土
曜
日 

千
円
（
１
回
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
利
用
料
は
、

全
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
前
年
度
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
は
、
利
用
後
に
半
額
を
助
成

し
ま
す
。

利
用
方
法　

原
則
、
利
用
を
希
望

す
る
前
日
ま
で
に
、
病
児
保
育

室
「
こ
あ
ら
」
に
連
絡
し
、予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
、
医

師
に
よ
る
診
察
の
後
、
利
用
可

能
と
な
れ
ば
、
入
室
い
た
だ
け

ま
す
。

※
病
児
保
育
室
「
こ
あ
ら
」
で
は
、

医
療
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
病
児
保
育
室
「
こ
あ
ら
」
で
の

保
育
が
無
理
だ
と
医
師
が
判
断

し
た
場
合
な
ど
は
、
ご
利
用
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

制
度
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課
☎
23-

９
５
９

７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８

番

生
し
た
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況

は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

火
災
概
要

　

期
間
中
の
火
災
は
20
件
で
、
前
年
の
同

期
と
比
べ
16
件
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
（
表
１
）。
火
災
の
内
訳
は
、「
建
物

火
災
」
が
９
件
と
、
全
火
災
の
45
％
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
は
、
車
両
火
災
５

件
、
そ
の
他
の
火
災
６
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

火
災
の
原
因
は
、「
た
ば
こ
」「
こ
ん
ろ
」、

「
ス
ト
ー
ブ
」が
各
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
10
件
あ
っ
た
「
放
火
（
放
火
の
疑
い
を

含
む
）」
が
１
件
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

救
助
・
救
急
概
要

　

救
助
出
場
件
数
は
17
件
、
救
助
隊
が
活

動
し
た
件
数
は
10
件
で
す
（
表
２
）。
内
訳

は
、「
交
通
事
故
」
が
９
件
で
全
救
助
出
場

件
数
の
53
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

救
急
出
場
件
数
は
２
、５
９
３
件
で
、前

年
同
期
に
比
べ
る
と
53
件
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
（
表
３
）。
こ
れ
は
、
１
日
平
均
約

14
件
救
急
車
が
出
場
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
救
急
車
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た

人
は
２
、
４
４
８
人
で
、
前
年
同
期
に
比

べ
28
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
上
半
期

火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の

発
生
状
況

　

消
防
本
部
に
お
け
る
管
内(

彦
根
市
・
犬
上
郡)

で
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
発

　

救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業
務
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
９
月
９
日

を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間（
今
年
は
９
月
９
日
㈰
～
９
月
15
日
㈯
）

を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
、
救
急
医

療
の
普
及
啓
発
運
動
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

急
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
救
急
事
故
が

発
生
し
た
と
き
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
を
速
や
か
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
傷
病
者
が
救
命
さ
れ
る

可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

応
急
手
当

に
関
す
る
正

し
い
知
識
と

技
術
を
身
に

つ
け
、
尊
い

命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
で
は
、
年
間
を
通
じ
「
応

急
手
当
」
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

救
命
講
習
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応

急
手
当
の
方
法
や
救
命
講
習
会
な
ど
は
、 

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
☎

22
‐
０
３
３
７
番

危険物取扱者試験（乙種第 4 類）の予備講習会
日時　９月23日㈰　9：00～17：00　
場所　 消防本部（西今町）

定員　72 人（先着順）　

受講料　5千円（テキスト代別・保安協会会員事業所は 3 千
円）

申込期間　９月３日㈪～同21日㈮の 8：30～17：15
（土 ･ 日曜日、祝日は除く）

申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局（ 消
防本部予防課内）☎ 22-0332、 FAX22-9429

危険物取扱者試験
日時　10 月28 日㈰　14：00 ～
場所　滋賀県立大学（八坂町）

願書受付期間　電子申請９月４日㈫～同15日㈯、書
面申請９月７日㈮～同18日㈫
申込・問い合わせ先　㈶消防試験研究センター滋賀

県支部（〒 520-0806　大津市打出浜 2-1 コラボしが
21　 ４ 階 ） ☎ 077-525-2977、FAX077-521-
7904　※書面申請の場合は、各消防署で配布して
いる願書に必要事項を書いて郵送してください。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

表１　火災 表２　救助 表３　救急
出場件数
　火災
　水難
　交通事故
　労働災害
　運動競技
　一般負傷
　加害
　自損行為
　急病
　その他
搬送件数
搬送人員

２，５９３
３
３

３１２
２４
２２
３５１
１６
３０

１，７３４
９８

２，３９０
２，４４８

１７
９
２
１
２
３
１０
１０

２０
９
５
６

２
２
２

１
３

出場件数
　交通事故
　水難事故
　機械事故
　建物事故
　その他の事故
活動件数
救助人員

出火件数
　建物火災
　車両火災
　その他の火災

出火原因
　第１位　たばこ
　 　こんろ
　 　ストーブ

死者
負傷者

第
16
回
議
場
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
定
例
会
の
開
会
日

に
、
議
場
に
お
い
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
、
午
前
９
時
か
ら
９
月

定
例
会
の
本
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
３
日
㈪　

午

後
１
時
～

場
所　

彦
根
市
議
会
議
場

（
市
役
所
５
階
）

出
演　

森
田
美
知
子
さ
ん
、

坂
本
純
一
さ
ん

内
容　

オ
カ
リ
ナ
演
奏
と

キ
ー
ボ
ー
ド
伴
奏

曲
目　

月
の
砂
漠
、
君
を
の

せ
て
、
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
、

故
郷　

ほ
か

申
込　

不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会

事
務
局
☎
30-

６
１
３
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０

６
番　


